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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
外傷や悪性腫癌の手術で末梢神経が切除された場合,自家神経移植以外に有効な治療法がない｡神経移
植にかわる末梢神経再建法として,チューブを欠損部に植え込み,同部に末梢神経再生を誘導する研究が
行われてきたが,再生可能な欠損部の長さの限界が10mm前後であった｡われわれはさらに長い間隙で
も神経再生が得られるように,ポリグリコール酸 (PGA)及びコラーゲンによる新たなチューブを作成
し,25mmの間隙での神経再生に成功した｡10匹のネコの左側の坐骨神経に25mmの間隙を作成し欠損
部にチューブを連結した｡約 6ヵ月以上生存させ,標本を検索したところ,仝例で再生神経が認められ,
神経構造が光顕で確認された｡経時的に電気生理学的検査により,知覚神経及び運動神経の再生を評価し
たところ,術後3カ月頃よりインパルスの伝達機能の回復が認められた｡Horseradishperoxidase法によ
り,軸索輸送の回復も認められた｡本法をさらに発展させることにより,末梢神経再生に臨床応用できる
と期待された｡
以上の研究は末梢神経の再生の可能性とそのメカニズムの解明に貢献し,神経外科疾患に対する治療法
に寄与するところが多い｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年2月10日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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